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前
項
の
規
定
に
よ
る
事
件
の
送
付
は
、
原
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
が
、抗
告
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、

家
事
審
判
事
件
の
記
録
を
送
付
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
原
裁
判
所
が
家
事
審
判
事
件
の
記
録
を
送

付
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
原
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
は
、
抗
告
事
件
の
記
録
の
み
を
抗
告
裁
判
所

の
裁
判
所
書
記
官
に
送
付
す
れ
ば
足
り
る
。

３

抗
告
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
家
事
審
判
事
件
又
は
抗
告
事
件
の
記
録
の
送
付
を
受
け

た
と
き
は
、
速
や
か
に
、そ
の
旨
を
原
審
に
お
け
る
当
事
者
及
び
利
害
関
係
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
抗
告
事
件
の
記
録
の
み
が
送
付
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
抗
告
裁
判
所
が
同
項

の
家
事
審
判
事
件
の
記
録
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
抗
告
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
は
、
速
や
か
に
、
そ

の
送
付
を
原
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
抗
告
の
抗
告
理
由
書
の
写
し
の
送
付
・
法
第
九
十
四
条
等
）

第
六
十
六
条

抗
告
裁
判
所
は
、
原
裁
判
所
か
ら
事
件
の
送
付
を
受
け
た
場
合
に
は
、
特
別
抗
告
が
不
適
法
で
あ
る
と

き
又
は
特
別
抗
告
に
理
由
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
を
除
き
、
原
審
に
お
け
る
当
事
者
及
び
利
害
関
係
参
加
人

（
抗
告
人
を
除
く
。）に
対
し
、
特
別
抗
告
の
抗
告
理
由
書
の
写
し
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
款

審
判
以
外
の
裁
判
に
対
す
る
不
服
申
立
て

（
抗
告
状
の
記
載
事
項
・
法
第
九
十
九
条
）

第
七
十
条

審
判
以
外
の
裁
判
に
対
す
る
即
時
抗
告
を
す
る
と
き
は
、
抗
告
状
に
は
、
原
裁
判
の
取
消
し
又
は
変
更
を

求
め
る
事
由
を
具
体
的
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
即
時
抗
告
の
提
起
に
係
る
記
録
の
送
付
・
法
第
九
十
九
条
）

第
七
十
一
条

審
判
以
外
の
裁
判
に
対
す
る
即
時
抗
告
（
第
三
項
の
即
時
抗
告
を
除
く
。）が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

原
裁
判
所
が
家
事
審
判
事
件
の
記
録
を
送
付
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五

十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
は
、
抗
告
事
件
の
記
録
の
み
を
抗
告
裁
判
所

の
裁
判
所
書
記
官
に
送
付
す
れ
ば
足
り
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
抗
告
事
件
の
記
録
が
送
付
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
抗
告
裁
判
所
が
同
項
の
家
事
審
判
事
件

の
記
録
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
抗
告
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
送
付
を
原
裁
判

所
の
裁
判
所
書
記
官
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
四
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
即
時
抗
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
六
条
第

二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
は
、
抗
告
事
件
の
記
録
の
み
を
抗
告
裁
判
所
の
裁
判
所

書
記
官
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

前
項
の
場
合
に
は
、
同
項
の
記
録
に
、
抗
告
事
件
に
つ
い
て
の
原
裁
判
所
の
意
見
を
記
載
し
た
書
面
及
び
抗
告
事

件
の
審
理
に
参
考
と
な
る
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
判
に
対
す
る
不
服
申
立
て
の
規
定
の
準
用
・
法
第
百
二
条
）

第
七
十
二
条

前
款
の
規
定
（
第
五
十
四
条
（
第
六
十
八
条
第
一
項
及
び
第
六
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）、
第
五
十
五
条
及
び
第
五
十
八
条
の
規
定
を
除
く
。）は
、
裁
判
所
、
裁
判
官
又
は
裁
判
長
が
し
た
審
判

以
外
の
裁
判
に
対
す
る
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
節

再
審

（
再
審
の
手
続
・
法
第
百
三
条
）

第
七
十
三
条

再
審
の
申
立
書
に
は
、
不
服
の
申
立
て
に
係
る
裁
判
書
の
写
し
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
ほ
か
、
再
審
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
、
各
審
級
に
お
け
る
家
事
審

判
の
手
続
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

（
法
第
百
四
条
第
一
項
の
申
立
て
）

第
七
十
四
条

法
第
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
七
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
執
行
停
止
の
申
立
て
の
方
式
・
法
第
九
十
五
条
）

第
六
十
七
条

法
第
九
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
申
立
て
は
、
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
即
時
抗
告
の
規
定
及
び
民
事
訴
訟
規
則
の
準
用
・
法
第
九
十
六
条
）

第
六
十
八
条

第
五
十
四
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十
条
の
規
定
は
、
特
別
抗
告
及
び
そ
の
抗
告
審
に
関
す
る
手
続

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
九
条
中
「
審
判
書
」
と
あ
る
の
は
、「
原
審
の
裁
判
書
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

民
事
訴
訟
規
則
第
五
十
条
の
二
、
第
百
九
十
条
第
一
項
、
第
百
九
十
二
条
、
第
百
九
十
三
条
、
第
百
九
十
六
条
及

び
第
二
百
二
条
の
規
定
は
、
特
別
抗
告
及
び
そ
の
抗
告
審
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
規
則
第
百
九
十
六
条
第
一
項
中
「
第
百
九
十
四
条
（
上
告
理
由
書
の
提
出
期
間
）」と
あ
る
の
は
「
家
事
事
件

手
続
規
則
第
六
十
三
条
」
と
、「
第
百
九
十
条（
法
第
三
百
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
上
告
理
由
の
記
載
の
方
式
）

又
は
第
百
九
十
一
条
（
法
第
三
百
十
二
条
第
三
項
の
上
告
理
由
の
記
載
の
方
式
）」と
あ
る
の
は
「
同
規
則
第
六
十
八

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
九
十
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
目

許
可
抗
告

（
即
時
抗
告
等
の
規
定
及
び
民
事
訴
訟
規
則
の
準
用
・
法
第
九
十
八
条
）

第
六
十
九
条

第
五
十
四
条
及
び
第
五
十
九
条
か
ら
第
六
十
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
許
可
抗
告
及
び
そ
の
抗
告
審
に
関

す
る
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
四
条
中
「
審
判
に
対
す
る
即
時
抗
告
」
と
あ
り
、

並
び
に
第
六
十
一
条
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
四
条
及
び
第
六
十
五
条
第
一
項
中
「
特
別
抗
告
」
と
あ
る
の
は
「
法

第
九
十
七
条
第
二
項
の
申
立
て
」
と
、
第
五
十
四
条
及
び
第
六
十
一
条
中
「
抗
告
状
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
九
十
七

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
立
書
」
と
、
第
五
十
九
条
中
「
審
判
書
」
と
あ
る
の
は
「
原
審
の
裁
判
書
」と
、

第
六
十
一
条
か
ら
第
六
十
三
条
ま
で
の
規
定
中
「
抗
告
提
起
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
抗
告
許
可
申
立
て
通
知
書
」

と
、
第
六
十
一
条
中
「
抗
告
理
由
書
」
と
あ
り
、
並
び
に
第
六
十
三
条
及
び
第
六
十
六
条
中
「
特
別
抗
告
の
抗
告
理

由
書
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
九
十
七
条
第
二
項
の
申
立
て
に
係
る
理
由
書
」
と
、
第
六
十
二
条
及
び
第
六
十
五
条
第

一
項
中
「
抗
告
状
却
下
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
九
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
立
書
の
却
下
」
と
、
第

六
十
二
条
中
「
法
第
九
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
抗
告
却
下
」
と

あ
り
、
及
び
第
六
十
五
条
第
一
項
中
「
抗
告
却
下
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
九
十
七
条
第
二
項
の
申
立
て
の
却
下
若
し

く
は
不
許
可
」
と
、
第
六
十
六
条
中
「
特
別
抗
告
が
不
適
法
で
あ
る
と
き
又
は
特
別
抗
告
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
九

十
七
条
第
二
項
の
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
る
と
き
又
は
同
項
の
申
立
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

民
事
訴
訟
規
則
第
百
九
十
二
条
、
第
百
九
十
三
条
、
第
百
九
十
六
条
及
び
第
百
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
は
法
第

九
十
七
条
第
二
項
の
申
立
て
に
つ
い
て
、
同
規
則
第
二
百
条
の
規
定
は
法
第
九
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可

を
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
同
規
則
第
五
十
条
の
二
及
び
第
二
百
二
条
の
規
定
は
許
可
抗
告
の
抗
告
審
に
関
す
る
手
続

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
規
則
第
百
九
十
六
条
第
一
項
中
「
第
百
九
十
四
条
（
上
告
理
由
書

の
提
出
期
間
）」と
あ
る
の
は
「
家
事
事
件
手
続
規
則
第
六
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
規
則

第
六
十
三
条
」
と
、「
第
百
九
十
条
（
法
第
三
百
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
上
告
理
由
の
記
載
の
方
式
）
又
は
第

百
九
十
一
条
（
法
第
三
百
十
二
条
第
三
項
の
上
告
理
由
の
記
載
の
方
式
）」と
あ
る
の
は
「
同
規
則
第
六
十
九
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
九
十
九
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
三
百
十
六
条
（
原
裁
判
所
に
よ
る
上

告
の
却
下
）
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
上
告
却
下
」
と
あ
る
の
は
「
家
事
事
件
手
続
法
第
九
十
七
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
申
立
て
の
不
許
可
」
と
、「
法
第
三
百
十
五
条
（
上
告
の
理
由
の
記
載
）
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
家
事

事
件
手
続
規
則
第
六
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
九
十
九
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
節

審
判
前
の
保
全
処
分

（
審
判
前
の
保
全
処
分
の
手
続
・
法
第
百
六
条
等
）

第
七
十
五
条

審
判
前
の
保
全
処
分
の
申
立
て
の
取
下
げ
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。
た
だ
し
、
そ
の
取
下
げ
が
、
家
庭
裁
判
所
（
法
第
百
五
条
第
二
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
高
等
裁
判
所
）
が
審

判
前
の
保
全
処
分
の
事
件
に
お
け
る
審
判
を
受
け
る
者
と
な
る
べ
き
者
に
対
し
当
該
事
件
が
係
属
し
た
こ
と
を
通
知

し
、
又
は
審
判
前
の
保
全
処
分
を
告
知
し
た
後
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

第
六
十
七
条
の
規
定
は
、
法
第
百
十
一
条
第
一
項
（
法
第
百
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
る
申
立
て
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

民
事
保
全
規
則
（
平
成
二
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
三
号
）
第
二
条
、
第
十
二
条
及
び
第
十
七
条
の
規
定
は
審
判
前

の
保
全
処
分
に
関
す
る
手
続
に
お
け
る
担
保
に
つ
い
て
、
同
規
則
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
の
規
定
（
こ
れ
ら

の
規
定
（
同
規
則
第
十
九
条
第
一
項
を
除
く
。）を
同
規
則
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
同

規
則
第
二
十
二
条
の
規
定
は
審
判
前
の
保
全
処
分
に
つ
い
て
、
同
規
則
第
二
十
四
条
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一

項
の
規
定
は
審
判
前
の
保
全
処
分
の
取
消
し
の
申
立
て
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
規
則
第
二

十
七
条
第
一
項
中
「
第
九
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
六
号
」
と
あ
る
の
は
、「
家
事
事
件
手
続
法
第
七
十
六
条
第
二
項

第
二
号
又
は
第
三
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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